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今
月
の
表
紙
モ
デ
ル
は
、
一
宮
支
所
管
内
で
水
稲
６
ha
、
ト
マ
ト
約
13
ａ
の
ほ
か
、
直

販
所
や
ス
ー
パ
ー
へ
多
品
目
の
野
菜
を
出
荷
し
て
い
る
松
﨑
強
さ
ん
の
ご
家
族
で
す
。
強

さ
ん
の
長
女
川
村
遥
さ
ん
、
旦
那
さ
ん
の
湧
規
さ
ん
、
孫
の
春
斗
く
ん
、
朱
莉
ち
ゃ
ん
、

長
男
望
さ
ん
の
奥
さ
ん
芽
衣
さ
ん
、
孫
の
心
咲
ち
ゃ
ん
が
撮
影
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
強

さ
ん
・
三
保
さ
ん
ご
夫
婦
は
ご
両
親
の
努
さ
ん
・
智
子
さ
ん
と
同
居
し
て
お
り
、
ま
た
、

息
子
さ
ん
娘
さ
ん
家
族
も
近
所
に
住
ん
で
い
て
、
日
常
的
に
交
流
し
な
が
ら
四
世
代
が
に

ぎ
や
か
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
年
に
数
回
は
皆
で
集
ま
っ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
桃
の
節
句
に
は
ケ
ー
キ
を
囲

ん
で
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
、
世
代
を
超
え
て
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
撮
影
当

日
も
、
夕
方
か
ら
プ
ー
ル
遊
び
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
予
定
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
日
常
で
も
三
保
さ
ん
が
作
っ
た
ご
飯
や
、
収
穫
し
た
野
菜
・
果
物
を
家
族
間
で
連
絡

を
取
り
合
っ
て
分
け
合
う
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
が
強
さ
ん
宅
に
訪
れ
る
機
会
も
多
く
、

三
保
さ
ん
は
「
集
合
っ
て
言
え
ば
す
ぐ
集
ま
れ
る
距
離
！
」
と
笑
顔
で
話
し
、
家
族
の
絆

の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
春
斗
く
ん
が
誕
生
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
努
さ
ん
が
自
宅
の
庭
に
ブ
ラ
ン
コ
を
作
り
、

さ
ら
に
雨
に
濡
れ
な
い
よ
う
に
駐
車
場
に
屋
根
を
作
り
、
ま
た
強
さ
ん
は
お
風
呂
場
に
暖

房
を
設
置
す
る
な
ど
、
深
い
愛
情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
強
さ
ん
は
「
か
わ
い
く
て
た
ま

ら
な
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
三
保
さ
ん
、
芽
衣
さ
ん
、
遥
さ
ん
の
３
人
は
、
先
日
、
南
国
市
に
あ
る
予
約
の
難
し
い

人
気
店
で
女
子
会
を
開
き
、日
本
料
理
を
楽
し
ん
だ
そ
う
で
す
。「
こ
う
い
う
ラ
ン
チ
と
か
、

楽
し
い
こ
と
も
し
な
く
っ
ち
ゃ
！
」
と
お
母
さ
ん
同
士
で
笑
い
合
い
、仲
の
良
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
家
族
全
体
を
包
む
空
気
や
皆
さ
ん
の
表
情
か
ら
、
確
か
な
信
頼
と
あ
た
た
か
さ
を
感
じ

る
ご
家
族
で
す
。

▲強さん　三保さん
　湧規さん   春斗くん   遥さん（膝の上 朱莉ちゃん）芽衣さん（膝の上 心咲ちゃん）

特集
第37回　通常総代会



グリーンひろば８月号3 グリーンひろば８月号 2

令 和 ６ 年 度 決 算 報 告

 １．信用事業資産
 ２．共済事業資産
 ３．経済事業資産
 ４．雑資産 　
 ５．固定資産 　
 ６．外部出資 　
 ７．繰延税金資産
　資　産　の　部　合　計

 １．信用事業負債
 ２．共済事業負債
 ３．経済事業負債
 ４．雑負債 　
 ５．諸引当金 　
　負　債　の　部　合　計

 １．組合員資本 　
　　　うち出資金
 ２．評価 ・ 換算差額等
　純 資 産 の 部 合 計
　負債及び純資産の部合計

資　　　　産　　　　の　　　　部

負　　　　債　　　　の　　　　部

純　　資　　産　　の　　部

科　　　　　目 金　　額

貸 借 対 照 表
令和７年３月31日現在

（単位：千円）

損 益 計 算 書
令和６年４月１日から令和７年３月31日まで

（単位：千円）

（単位：円）

１．事業総損失 　
　 信 用 事 業 総 損 失
　 共 済 事 業 総 利 益
　 購 買 事 業 総 利 益
　 販 売 事 業 総 利 益
　 保 管 事 業 総 利 益
　 利 用 事 業 総 利 益
　 宅地等供給事業総利益
　 そ の他事業総利益
　 指 導事業収支差額
２．事業管理費
　 事　　業　　損　　失
３．事業外収益
４．事業外費用
　 経　　常　　損　　失
５．特別利益　
６．特別損失
　 税 引 前 当 期 損 失
　 法 人 税 等 合 計
　 当 期 損 失 金
　 当 期 首 繰 越 剰 余 金
　 当 期 未 処 理 損 失 金

2,016,039
3,208,566
764,576
258,841
100,432

995
59,341
26,897
3,349

△ 21,906
2,300,317
4,316,357
122,719
5,351

4,198,988
24,396
34,294

4,208,887
102,749
4,311,636
67,051

4,244,585

科　　　　　目 金　　額

令和７年４月１日から令和８年３月31日まで
（単位：千円）

１．事業総利益 　
　 信 用 事 業 総 利 益
　 共 済 事 業 総 利 益
　 購 買 事 業 総 利 益
　 販 売 事 業 総 利 益
　 保 管 事 業 総 利 益
　 利 用 事 業 総 利 益
　 宅地等供給事業総利益
　 そ の他事業総利益
　 指 導事業収支差額
２．事業管理費
　 事　　業　　利　　益
３．事業外収益
４．事業外費用
　 経　　常　　利　　益
５．特別利益　
６．特別損失
　 税 引 前 当 期 利 益
　 法 人 税 等 合 計
　 当 期 剰 余 金
　 当 期 首 繰 越 剰 余 金
　 当 期 未 処 分 剰 余 金

2,271,200
1,066,900
743,600
272,800
131,000

900
45,300
28,100
4,100

△ 21,500
2,251,200
20,000
128,400
4,600

143,800
91,600
5,000

230,400
4,400

226,000
－

226,000

科　　　　　目 金　　額
１．当期未処理損失金
２．損失金処理額 　
　　（１） 任意積立金取崩額
　　　　　 施設等整備積立金取崩額
　　　　　 営農振興積立金取崩額
　　　　　 肥料協同購入積立金取崩額
　　　　　 経営安定対策積立金取崩額
　　　　　 特別積立金取崩額
　　（２） 利益準備金取崩額
３．次期繰越損失金

4,244,585,514
　 4,244,585,514

3,235,684,420
　 563,000,000
 574,800,000
 1,453,518

　 400,000,000
　 1,696,430,902

1,008,901,094
　 0

科　　　　　目 金　　額

（注） 出資配当金はありません

全
８
議
案
が
可
決
承
認

　
総
代
500
人
の
う
ち
、
432
人
（
議
決
権
行
使
書
に
よ
る

出
席
者
258
人
を
含
む
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
議
長
に
森
田
勉
さ
ん（
長
浜
）と
、
弘
瀬

讓
さ
ん（
旭
）を
選
任
。
第
37
期
の
事
業
実
績
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、第
38
期
の
事
業
計
画
な
ど
を
提
案
し
、

全
８
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
長
挨
拶

　
宮
脇
組
合
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
、「
Ｊ
Ａ
運
営

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　
令
和
６
年
度
の
営
農
概
況
と
し
て
、
大
き
な
自

然
災
害
こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
、
春
先
の
長
雨
や

夏
の
高
温
・
渇
水
の
影
響
に
よ
り
、
水
稲
や
シ
ョ

ウ
ガ
、
新
高
梨
な
ど
主
要
作
物
の
収
量
や
品
質
に

ば
ら
つ
き
が
生
じ
た
年
と
な
っ
た
一
方
で
、
販
売

価
格
は
収
量
減
の
影
響
で
上
昇
し
、
特
に
コ
メ
は

前
年
比
170
％
超
と
高
値
で
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、

「
価
格
は
『
食
料
・
農
業
農
村
基
本
法
』
の
理
念

に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
」と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

し
か
し
、資
材
価
格
の
高
止
ま
り
が
続
い
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
価
格

形
成
の
実
現
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
日
銀
の
政
策
変
更
や
超
長
期
国
債
の
評

価
損
に
よ
る
影
響
で
、今
期
は
損
失
計
上
と
な
り
、

無
配
当
お
よ
び
内
部
留
保
金
の
取
り
崩
し
を
提
案

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
触
れ
、「
組
合
員
の
皆

様
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
を
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
」
と
陳
謝
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
「
第
十
二
次
・
燦
々
運
動
計
画
」
に
基

づ
き
、
人
口
減
少
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
な
ど
、

社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
経
営
を
推
進
し
、

「
持
続
可
能
で
組
合
員
に
寄
り
添
う
Ｊ
Ａ
を
目
指

し
て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲森田勉さん（長浜）

▲弘瀬讓さん（旭）

第37回

通
常
総
代
会

第37回

通
常
総
代
会

167,096,458
2,999

1,271,748
440,688
1,721,158
4,829,310
80,060

175,442,424

167,151,667
498,313
659,497
120,034
531,825

168,961,338

6,476,701
5,050,856

4,384
6,481,085

175,442,424

令和７年度　損益計画 令和６年度　損失処理案

決算の結果の詳細は、当組合ホームページに「令和６年度決
算概況について」および「総代会資
料」を掲載しておりますので、ご参照
ください。
「総代会資料」冊子をご希望の方は各
支所窓口でお渡ししますのでお申し付
けください。

第37回　通常総代会　提出議案と報告事項
第 1 号議案 第37期事業報告・事業報告の附属明細書および損失処理案の承

認について
報 告 事 項 第37期貸借対照表、損益計算書、注記表、計算書類の附属明細

書、独立監査人の監査報告書ならびに監事監査報告書について
報 告 事 項 第37期部門別損益計算書および事業別の明細について
第 2 号議案 第十二次・燦々運動計画（案）の承認について
第 3 号議案 第38期事業計画書（案）の承認について
第 4 号議案 理事報酬の決定について
第 5 号議案 監事報酬の決定について
第 6 号議案 退任理事に対する退職慰労金の支給について
第 7 号議案 退任監事に対する退職慰労金の支給について
第 8 号議案 次期役員の選任について
報 告 事 項 「JAバンク基本方針」の一部変更について
報 告 事 項 「自己改革の取組み状況」について
その他
参 考 資 料 子会社の財産等の状況
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令 和 ６ 年 度 決 算 報 告

 １．信用事業資産
 ２．共済事業資産
 ３．経済事業資産
 ４．雑資産 　
 ５．固定資産 　
 ６．外部出資 　
 ７．繰延税金資産
　資　産　の　部　合　計

 １．信用事業負債
 ２．共済事業負債
 ３．経済事業負債
 ４．雑負債 　
 ５．諸引当金 　
　負　債　の　部　合　計

 １．組合員資本 　
　　　うち出資金
 ２．評価 ・ 換算差額等
　純 資 産 の 部 合 計
　負債及び純資産の部合計

資　　　　産　　　　の　　　　部

負　　　　債　　　　の　　　　部

純　　資　　産　　の　　部

科　　　　　目 金　　額

貸 借 対 照 表
令和７年３月31日現在

（単位：千円）

損 益 計 算 書
令和６年４月１日から令和７年３月31日まで

（単位：千円）

（単位：円）

１．事業総損失 　
　 信 用 事 業 総 損 失
　 共 済 事 業 総 利 益
　 購 買 事 業 総 利 益
　 販 売 事 業 総 利 益
　 保 管 事 業 総 利 益
　 利 用 事 業 総 利 益
　 宅地等供給事業総利益
　 そ の他事業総利益
　 指 導事業収支差額
２．事業管理費
　 事　　業　　損　　失
３．事業外収益
４．事業外費用
　 経　　常　　損　　失
５．特別利益　
６．特別損失
　 税 引 前 当 期 損 失
　 法 人 税 等 合 計
　 当 期 損 失 金
　 当 期 首 繰 越 剰 余 金
　 当 期 未 処 理 損 失 金

2,016,039
3,208,566
764,576
258,841
100,432

995
59,341
26,897
3,349

△ 21,906
2,300,317
4,316,357
122,719
5,351

4,198,988
24,396
34,294

4,208,887
102,749
4,311,636
67,051

4,244,585

科　　　　　目 金　　額

令和７年４月１日から令和８年３月31日まで
（単位：千円）

１．事業総利益 　
　 信 用 事 業 総 利 益
　 共 済 事 業 総 利 益
　 購 買 事 業 総 利 益
　 販 売 事 業 総 利 益
　 保 管 事 業 総 利 益
　 利 用 事 業 総 利 益
　 宅地等供給事業総利益
　 そ の他事業総利益
　 指 導事業収支差額
２．事業管理費
　 事　　業　　利　　益
３．事業外収益
４．事業外費用
　 経　　常　　利　　益
５．特別利益　
６．特別損失
　 税 引 前 当 期 利 益
　 法 人 税 等 合 計
　 当 期 剰 余 金
　 当 期 首 繰 越 剰 余 金
　 当 期 未 処 分 剰 余 金

2,271,200
1,066,900
743,600
272,800
131,000

900
45,300
28,100
4,100

△ 21,500
2,251,200
20,000
128,400
4,600

143,800
91,600
5,000

230,400
4,400

226,000
－

226,000

科　　　　　目 金　　額
１．当期未処理損失金
２．損失金処理額 　
　　（１） 任意積立金取崩額
　　　　　 施設等整備積立金取崩額
　　　　　 営農振興積立金取崩額
　　　　　 肥料協同購入積立金取崩額
　　　　　 経営安定対策積立金取崩額
　　　　　 特別積立金取崩額
　　（２） 利益準備金取崩額
３．次期繰越損失金

4,244,585,514
　 4,244,585,514

3,235,684,420
　 563,000,000
 574,800,000
 1,453,518

　 400,000,000
　 1,696,430,902

1,008,901,094
　 0

科　　　　　目 金　　額

（注） 出資配当金はありません

全
８
議
案
が
可
決
承
認

　
総
代
500
人
の
う
ち
、
432
人
（
議
決
権
行
使
書
に
よ
る

出
席
者
258
人
を
含
む
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
議
長
に
森
田
勉
さ
ん（
長
浜
）と
、
弘
瀬

讓
さ
ん（
旭
）を
選
任
。
第
37
期
の
事
業
実
績
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、第
38
期
の
事
業
計
画
な
ど
を
提
案
し
、

全
８
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
長
挨
拶

　
宮
脇
組
合
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
、「
Ｊ
Ａ
運
営

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　
令
和
６
年
度
の
営
農
概
況
と
し
て
、
大
き
な
自

然
災
害
こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
、
春
先
の
長
雨
や

夏
の
高
温
・
渇
水
の
影
響
に
よ
り
、
水
稲
や
シ
ョ

ウ
ガ
、
新
高
梨
な
ど
主
要
作
物
の
収
量
や
品
質
に

ば
ら
つ
き
が
生
じ
た
年
と
な
っ
た
一
方
で
、
販
売

価
格
は
収
量
減
の
影
響
で
上
昇
し
、
特
に
コ
メ
は

前
年
比
170
％
超
と
高
値
で
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、

「
価
格
は
『
食
料
・
農
業
農
村
基
本
法
』
の
理
念

に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
」と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

し
か
し
、資
材
価
格
の
高
止
ま
り
が
続
い
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
価
格

形
成
の
実
現
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
日
銀
の
政
策
変
更
や
超
長
期
国
債
の
評

価
損
に
よ
る
影
響
で
、今
期
は
損
失
計
上
と
な
り
、

無
配
当
お
よ
び
内
部
留
保
金
の
取
り
崩
し
を
提
案

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
触
れ
、「
組
合
員
の
皆

様
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
を
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
」
と
陳
謝
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
「
第
十
二
次
・
燦
々
運
動
計
画
」
に
基

づ
き
、
人
口
減
少
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
な
ど
、

社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
経
営
を
推
進
し
、

「
持
続
可
能
で
組
合
員
に
寄
り
添
う
Ｊ
Ａ
を
目
指

し
て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲森田勉さん（長浜）

▲弘瀬讓さん（旭）

第37回

通
常
総
代
会

第37回

通
常
総
代
会

167,096,458
2,999

1,271,748
440,688
1,721,158
4,829,310
80,060

175,442,424

167,151,667
498,313
659,497
120,034
531,825

168,961,338

6,476,701
5,050,856

4,384
6,481,085

175,442,424

令和７年度　損益計画 令和６年度　損失処理案

決算の結果の詳細は、当組合ホームページに「令和６年度決
算概況について」および「総代会資
料」を掲載しておりますので、ご参照
ください。
「総代会資料」冊子をご希望の方は各
支所窓口でお渡ししますのでお申し付
けください。
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ＪＡ高知市　中期経営計画書『第十二次・燦々運動計画』より

『ＪＡ高知市　支所等再編方針』の概要

～　今、支所等の再編を行わなければならない理由　～

　当組合は、経営理念である『組合員組織という信頼の絆を基に農業振興と社会貢献に邁進し、組合
員と地域社会の発展に寄与します。』を実現するために、組合員・利用者・地域の皆様に「ＪＡを利用
して良かった。」と感じていただけるサービスを提供し続けたいと考えています。
　しかしながら、ＪＡ経営、とりわけ総合農協＝金融機関としてのＪＡを取り巻く環境は厳しさを増し
ており、早期警戒制度が求める「持続可能な収益性と将来にわたる健全性」の見通しは大変厳しいも
のとなっています。
　また、当組合の組合員数については、正組合員の減少を准組合員増加でカバーする形で総組合員数
を保ってきましたが、管内人口の減少が進んでいることに加え、組合員の年齢構成が高いこともあり、
今後は減少に転じる可能性が濃厚です。
　長い間、皆様からご支援・ご愛顧いただいている支所等を再編することは大変心苦しい思いですが、
このような状況の中で、今後も総合農協として皆様の要望・期待に責任を持ってお応えするためには、
健全な経営ができている今、再編を進めていくことが必要です。

組合員・利用者へ質の高いサービスを提供するための人材を育成する。

〇　農家の所得向上に繋がる販売・購買部門の人員を確保し、専門人材を育成します。
〇　地域農業とその担い手を支援するための営農指導員を育成します。
〇　一部署あたりの配置人員を増やし、研修への参加・ＯＪＴ（職場内教育）の充実を図ることにより、

組合員・利用者に寄り添った支援や総合的なアドバイスができる人材を育成します。
〇　総合事業の強みを活かしながら、専門知識を備え、より高度な相談対応を行う人材を育成します。

戦略的拠点を運営し、事業を伸長させる。

〇　貯金・ローン・共済、その他商品やサービスについて総合的な相談を承ることのできる戦略的拠
点を運営し、質の高い相談機能を提供することによって「組合員・利用者から選ばれるＪＡ」となり、
事業を伸長させます。

安心して利用いただけるＪＡとなる。

〇　法令違反・マネーローンダリング・不祥事等、様々なリスクに対応するための内部管理態勢をよ
り充実させ、組合員・利用者からの信頼向上に取り組みます。

〇　収益性と信頼性を確保し、将来にわたり健全な経営を維持できるＪＡを築きます。

⃞　当組合における課題

⃞　支所等再編による今後の展望

令和７年度　　融資・共済窓口業務を拠点化　※１
　　　　　　　本所信用・共済窓口業務終了　※２

令和８年度　　介良支所・初月支所・中央支所・三里支所・長浜支所を統合

令和８年度　　中央支所建物において「融資・共済サポートセンター（仮称）」を運営
　～９年度　　「鴨田支所・朝倉支所」の統合計画を策定

※１　融資業務については、令和７年４月１日より実施しており、共済業務については、令和７年度下半期に実施する予定です。
※２　本所の窓口業務の終了については、令和７年度下半期に実施する予定です。
※３　上記のスケジュールについては、「第十二次・燦々運動計画」の策定時点の予定となりますので、今後適宜見直しを行い、
変更となる場合があります。

⃞　今後の再編スケジュール

⃞　今後の支所の再編

① 人材確保　② 職員教育・育成　③ 内部管理態勢　④ 施設の老朽化　⑤ 財務状況

現状のままでは、今後「組合員・利用者・地域の皆様」に対して
十分なサービス等を提供していくことが困難になる可能性があるため、

『ＪＡ高知市　支所等再編方針』を策定しました。

※１　中央支所については、一宮支所・もしくは潮江支所に統合する予定
です（総代会後、一宮支所に統合する予定としました）。

※２　長浜支所については、潮江支所に統合する予定です。
※３　新店舗の建築を伴う「朝倉支所・鴨田支所」については、他支所よ
り準備期間を要するため、準備が整い次第「統合計画」を策定します。

【支所の再編について】

　現在の支所体制を見直し、「１３支所体制」から「７支所体制」への再編を目指します。

支所体制【現在】
〔13支所体制〕

大津支所

介良支所

高須支所

三里支所

一宮支所

中央支所　※１

潮江支所

長浜支所　※２

秦支所

初月支所

旭支所

鴨田支所

朝倉支所

支所体制【再編後】
〔７支所体制〕

大津支所

高須支所

一宮支所

潮江支所

秦支所

旭支所

統合準備　※３

⇒　（統合）

⇒　（統合）

⇒　（統合）

⇒　（統合）

⇒　（現状）

⇒　（統合）
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ＪＡ高知市　中期経営計画書『第十二次・燦々運動計画』より

『ＪＡ高知市　支所等再編方針』の概要

～　今、支所等の再編を行わなければならない理由　～

　当組合は、経営理念である『組合員組織という信頼の絆を基に農業振興と社会貢献に邁進し、組合
員と地域社会の発展に寄与します。』を実現するために、組合員・利用者・地域の皆様に「ＪＡを利用
して良かった。」と感じていただけるサービスを提供し続けたいと考えています。
　しかしながら、ＪＡ経営、とりわけ総合農協＝金融機関としてのＪＡを取り巻く環境は厳しさを増し
ており、早期警戒制度が求める「持続可能な収益性と将来にわたる健全性」の見通しは大変厳しいも
のとなっています。
　また、当組合の組合員数については、正組合員の減少を准組合員増加でカバーする形で総組合員数
を保ってきましたが、管内人口の減少が進んでいることに加え、組合員の年齢構成が高いこともあり、
今後は減少に転じる可能性が濃厚です。
　長い間、皆様からご支援・ご愛顧いただいている支所等を再編することは大変心苦しい思いですが、
このような状況の中で、今後も総合農協として皆様の要望・期待に責任を持ってお応えするためには、
健全な経営ができている今、再編を進めていくことが必要です。

組合員・利用者へ質の高いサービスを提供するための人材を育成する。

〇　農家の所得向上に繋がる販売・購買部門の人員を確保し、専門人材を育成します。
〇　地域農業とその担い手を支援するための営農指導員を育成します。
〇　一部署あたりの配置人員を増やし、研修への参加・ＯＪＴ（職場内教育）の充実を図ることにより、

組合員・利用者に寄り添った支援や総合的なアドバイスができる人材を育成します。
〇　総合事業の強みを活かしながら、専門知識を備え、より高度な相談対応を行う人材を育成します。

戦略的拠点を運営し、事業を伸長させる。

〇　貯金・ローン・共済、その他商品やサービスについて総合的な相談を承ることのできる戦略的拠
点を運営し、質の高い相談機能を提供することによって「組合員・利用者から選ばれるＪＡ」となり、
事業を伸長させます。

安心して利用いただけるＪＡとなる。

〇　法令違反・マネーローンダリング・不祥事等、様々なリスクに対応するための内部管理態勢をよ
り充実させ、組合員・利用者からの信頼向上に取り組みます。

〇　収益性と信頼性を確保し、将来にわたり健全な経営を維持できるＪＡを築きます。

⃞　当組合における課題

⃞　支所等再編による今後の展望

令和７年度　　融資・共済窓口業務を拠点化　※１
　　　　　　　本所信用・共済窓口業務終了　※２

令和８年度　　介良支所・初月支所・中央支所・三里支所・長浜支所を統合

令和８年度　　中央支所建物において「融資・共済サポートセンター（仮称）」を運営
　～９年度　　「鴨田支所・朝倉支所」の統合計画を策定

※１　融資業務については、令和７年４月１日より実施しており、共済業務については、令和７年度下半期に実施する予定です。
※２　本所の窓口業務の終了については、令和７年度下半期に実施する予定です。
※３　上記のスケジュールについては、「第十二次・燦々運動計画」の策定時点の予定となりますので、今後適宜見直しを行い、
変更となる場合があります。

⃞　今後の再編スケジュール

⃞　今後の支所の再編

① 人材確保　② 職員教育・育成　③ 内部管理態勢　④ 施設の老朽化　⑤ 財務状況

現状のままでは、今後「組合員・利用者・地域の皆様」に対して
十分なサービス等を提供していくことが困難になる可能性があるため、

『ＪＡ高知市　支所等再編方針』を策定しました。

※１　中央支所については、一宮支所・もしくは潮江支所に統合する予定
です（総代会後、一宮支所に統合する予定としました）。

※２　長浜支所については、潮江支所に統合する予定です。
※３　新店舗の建築を伴う「朝倉支所・鴨田支所」については、他支所よ
り準備期間を要するため、準備が整い次第「統合計画」を策定します。

【支所の再編について】

　現在の支所体制を見直し、「１３支所体制」から「７支所体制」への再編を目指します。

支所体制【現在】
〔13支所体制〕

大津支所

介良支所

高須支所

三里支所

一宮支所

中央支所　※１

潮江支所

長浜支所　※２

秦支所

初月支所

旭支所

鴨田支所

朝倉支所

支所体制【再編後】
〔７支所体制〕

大津支所

高須支所

一宮支所

潮江支所

秦支所

旭支所

統合準備　※３

⇒　（統合）

⇒　（統合）

⇒　（統合）

⇒　（統合）

⇒　（現状）

⇒　（統合）
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支所集会

Q&A 組合員の皆さまからのご意見・ご質問
Q.６　事業のDX（デジタルトランスフォーメーション）化はどのように進んでいますか。ま

た、今後の展望についてもお聞かせください。

A.６　ＪＡ組合員向けのスマートフォンアプリ「ＪＡ組合員マイページ」の運用を開始しま
す。これにより、購買請求書や販売精算書の配信ができるようになります。また、生産履歴
のデジタル提出も導入していきたいと考えています。部会の連絡網としてLINEを活用して
いる事例もあり、今後は情報のやり取りの方法についてさらに検討を進めてまいります。購
買品のスマートフォン発注システムについては、先行導入した他のＪＡでいくつか課題の報
告がありましたので、これらの課題が改善されてから当ＪＡでも導入したいと考えていま
す。導入の際には、組合員の皆さま向けに説明会を開催する予定です。

……………………………………………………………………………………………………………………

Q.７　エンゲージメント調査の結果を踏まえ、経営陣は職員との意思疎通を図り、風通しの良い職
場づくりに努めてください。

A.７　全職員を対象にエンゲージメント調査のアンケートを実施したのは今回が初めてです。職
員との意思疎通については管理職を通じて職員に声を伝えているつもりでしたが、実際には
不十分であったことが分かりました。今後はその課題の解消に努めたうえで、来年のアン
ケートで改善状況を確認してまいります。役職員がお互いに信頼できる関係づくりに取り組
んでまいります。

……………………………………………………………………………………………………………………

Q.８　なぜ国債の売却により43億円もの損失が発生したのか、詳しく説明してください。
A.８　令和２年度頃からマイナス金利環境であったため、収益確保のため有価証券での運用を行

わざるを得ない状況となり、利回りの有利な超長期国債を選択し購入しました。その後、令
和６年３月にマイナス金利が解除となり、想定を上回る金利の上昇が起こったことで、保有
していた国債の評価損が大きく膨らみ、農協法上出資配当が困難となったため、やむを得ず
売却することとなりました。超長期・長期国債を合わせた売却損が43億円となり、組合員
の皆さまには大変ご迷惑をおかけしております。

……………………………………………………………………………………………………………………

Q.９　今後のリスク管理や再発防止策、利益確保に向けた方針について教えてください。
A.９　有価証券の運用は継続してまいりますが、今後のリスク管理については、保有区分も考慮

のうえ、リスクの少ない（短期間で満期を迎える）有価証券を選定するとともに、ロスカッ
トルール※を策定・導入することで、万が一損失が発生した場合でもその影響を最小限に抑
えられるようにしてまいります。引き続き、ＡＬＭ（資産・負債の総合管理）委員会等にお
いて協議を重ね、堅実な運用を第一義に再発防止と安定した利益確保に取り組んでまいり
ます。
※ロスカットルールとは、保有する有価証券の価額が下落し一定の水準を下回った場合、評価損の拡大を
防ぐために強制的に売却する仕組み。

……………………………………………………………………………………………………………………

Q.１　統合された支所の跡地はどのように再利用されますか。また、売却以外に別会社を設立し
て活用する方法などは検討されていますか。

A.１　ＪＡが駐車場やアパートを建設し賃貸事業を行うことは、農協法により禁止されておりま
す。また、子会社を設立し、跡地を子会社に売却して活用する案についても県に問い合わせ
ましたが、認められないとの回答をいただいております。現在、事業で直接利用していない
跡地については賃貸等で活用しているものもありますが、今後は、こうした跡地を順次売却
し、その資金を財務の健全化や建設資金の充当などに活用していくことを検討してまいり
ます。

……………………………………………………………………………………………………………………

Q.２　支所の統廃合によって理事の人数はどのように変わりますか。
A.２　現状では理事・監事を含めた役員のなり手が不足している状況です。そのため、役員の定

数について、来年または再来年の総代会に議案として提案できるよう、今後協議を進めてま
いります。また、正組合員の高齢化が進み、選出が年々難しくなってきております。今後
は、各地区の運営委員会でご協議いただき、准組合員の中からも有能な人材を地元から選出
していただきたいと考えております。

……………………………………………………………………………………………………………………

Q.３　燦々運動計画にはＪＡ高知市のビジョンが記載されていますが、この計画に込めた組合長
の思いをお聞かせください。

A.３　組合員の皆さまには、一時的にご不便をおかけすることもあるかと思いますが、今後は職
員が働きやすく、また組合員の皆さまが気軽に集えるＪＡをつくっていきたいと考えていま
す。ＪＡ高知市ならではの特色をどのように発揮していくかが、今後の大きな課題です。今
後は南海トラフ地震への対策も進めつつ、ＪＡの経営理念に基づき、組合員の皆さまに頼り
にしていただけるＪＡを目指してまいります。

……………………………………………………………………………………………………………………

Q.４　今回の国債の問題がなければ、急速な支所の集約や合併の話は出なかったのでしょうか。
A.４　有価証券の評価損の処理と支所の再編は直接関係するものではありません。支所の集約に

ついては、職員の確保が難しくなっていることや、管内の人口・組合員数の減少、業務の集
中化など、将来にわたる経営の持続性を見据えて進めているものです。

……………………………………………………………………………………………………………………

Q.５　高知市農協として今後も経営を続けていくためには、どれくらいの正組合員数や農家戸数
の維持が必要なのでしょうか。

A.５　正組合員の人数について法令上の定めはありませんが、現在、全ての組合員のうち、正組
合員の割合は18.5％となっており、出資金や各事業においても正組合員の利用だけでは経
営が成り立たない状況です。信用・共済事業を行うには出資金が最低１億円以上必要という
取り決めがありますが、現時点では問題ない範囲と考えています。



グリーンひろば８月号7 グリーンひろば８月号 6

支所集会
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……………………………………………………………………………………………………………………
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の皆さまには大変ご迷惑をおかけしております。

……………………………………………………………………………………………………………………
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のうえ、リスクの少ない（短期間で満期を迎える）有価証券を選定するとともに、ロスカッ
トルール※を策定・導入することで、万が一損失が発生した場合でもその影響を最小限に抑
えられるようにしてまいります。引き続き、ＡＬＭ（資産・負債の総合管理）委員会等にお
いて協議を重ね、堅実な運用を第一義に再発防止と安定した利益確保に取り組んでまいり
ます。
※ロスカットルールとは、保有する有価証券の価額が下落し一定の水準を下回った場合、評価損の拡大を
防ぐために強制的に売却する仕組み。
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Q.１　統合された支所の跡地はどのように再利用されますか。また、売却以外に別会社を設立し
て活用する方法などは検討されていますか。

A.１　ＪＡが駐車場やアパートを建設し賃貸事業を行うことは、農協法により禁止されておりま
す。また、子会社を設立し、跡地を子会社に売却して活用する案についても県に問い合わせ
ましたが、認められないとの回答をいただいております。現在、事業で直接利用していない
跡地については賃貸等で活用しているものもありますが、今後は、こうした跡地を順次売却
し、その資金を財務の健全化や建設資金の充当などに活用していくことを検討してまいり
ます。
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Q.２　支所の統廃合によって理事の人数はどのように変わりますか。
A.２　現状では理事・監事を含めた役員のなり手が不足している状況です。そのため、役員の定

数について、来年または再来年の総代会に議案として提案できるよう、今後協議を進めてま
いります。また、正組合員の高齢化が進み、選出が年々難しくなってきております。今後
は、各地区の運営委員会でご協議いただき、准組合員の中からも有能な人材を地元から選出
していただきたいと考えております。

……………………………………………………………………………………………………………………

Q.３　燦々運動計画にはＪＡ高知市のビジョンが記載されていますが、この計画に込めた組合長
の思いをお聞かせください。

A.３　組合員の皆さまには、一時的にご不便をおかけすることもあるかと思いますが、今後は職
員が働きやすく、また組合員の皆さまが気軽に集えるＪＡをつくっていきたいと考えていま
す。ＪＡ高知市ならではの特色をどのように発揮していくかが、今後の大きな課題です。今
後は南海トラフ地震への対策も進めつつ、ＪＡの経営理念に基づき、組合員の皆さまに頼り
にしていただけるＪＡを目指してまいります。

……………………………………………………………………………………………………………………

Q.４　今回の国債の問題がなければ、急速な支所の集約や合併の話は出なかったのでしょうか。
A.４　有価証券の評価損の処理と支所の再編は直接関係するものではありません。支所の集約に

ついては、職員の確保が難しくなっていることや、管内の人口・組合員数の減少、業務の集
中化など、将来にわたる経営の持続性を見据えて進めているものです。

……………………………………………………………………………………………………………………

Q.５　高知市農協として今後も経営を続けていくためには、どれくらいの正組合員数や農家戸数
の維持が必要なのでしょうか。

A.５　正組合員の人数について法令上の定めはありませんが、現在、全ての組合員のうち、正組
合員の割合は18.5％となっており、出資金や各事業においても正組合員の利用だけでは経
営が成り立たない状況です。信用・共済事業を行うには出資金が最低１億円以上必要という
取り決めがありますが、現時点では問題ない範囲と考えています。
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こ
ん
に
ち
は
、
長
浜
支
部
の
神
﨑
将
で

す
。
今
年
は
春
以
降
な
か
な
か
夜
の
温
度

が
上
が
っ
て
こ
な
い
日
が
続
く
と
思
っ
て

い
た
ら
、
い
つ
も
よ
り
20
日
ほ
ど
早
い
梅

雨
明
け
と
不
安
定
な
天
候
の
中
、
夏
本
番

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
毎
年
の
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、
熱
中
症
対
策
を
し
っ
か
り

と
行
い
な
が
ら
仕
事
に
励
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の

で
、
皆
様
も
体
調
管
理
に
は
十
分
に
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
長
浜
支
部
の
本
年
度
活
動

は
、
支
部
総
会
、
長
宗
我
部
祭
り
へ

の
出
店
、
地
元
小
学
校
へ
の
新
生
姜

Ｐ
Ｒ
な
ど
の
活
動
を
春
先
か
ら
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
部
会
員
の
施
設

作
物
の
栽
培
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
部
の
新
生
姜
、
ユ
リ
栽
培
を

残
し
、
多
く
が
次
作
に
向
け
て
の
準

備
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

夏
最
盛
期
に
は
待
ち
焦
が
れ
て
い
る

「
米
」農
家
の
稲
刈
り
も
始
ま
り
ま
す
。

　
長
浜
支
部
で
は
、
今
後
の
活
動
と

し
ま
し
て
、
部
員
の
知
識
向
上
を
目

的
と
し
た
視
察
研
修
、
ま
た
支
所
と

の
交
流
会
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
私
と
し
ま
し
て
も
、
近
年
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
高
温
へ
の
対
策
技

術
な
ど
に
大
変
関
心
が
あ
り
、
ぜ
ひ
部
会

員
間
で
共
有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
皆
様
が
こ
ち
ら
の
レ
ポ
ー
ト
を
ご
覧
に

な
る
頃
に
は
早
生
品
種
の
稲
刈
り
も
始

ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
実
り
あ
る

（
超
）
早
場
米
と
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

　
次
回
は
潮
江
支
部
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
暑
い
！
と
に
か
く
暑
い
！

 

最
近
の
挨
拶
は
「
暑
い
ね
え
」
「
ま
っ

こ
と
暑
い
ち
や
」
こ
の
言
葉
し
か
出
て
き

ま
せ
ん
。
私
は
太
っ
て
い
る
の
で
特
に
暑

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
４
月
か
ら
「
ら
ん
ま
ん
」
に
続
い

て
「
あ
ん
ぱ
ん
」
の
朝
ド
ラ
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
出
演
者
の
土
佐
弁
を
楽
し
み
に

聞
き
、
見
て
い
ま
す
。
先
日
、
京
都
か
ら

友
人
が
帰
っ
て
き
た
時
に
「
あ
あ
、
あ
ん

な
土
佐
弁
も
あ
っ
た
ね
、
使
い
よ
っ
た

ね
」
と
笑
い
な
が
ら
懐
か
し
そ
う
に
京
言

葉
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
土
佐
の
民
謡
に
「
土
佐
訛
」
と
い
う
歌

が
あ
り
ま
す
。
「
土
佐
の
訛
り
は
　
彼
奴

に
此
奴
　
お
主
ゃ
ど
う
す
り
ゃ
　
己
り
ゃ

帰
る
　
件
の
事
は
ど
う
す
り
ゃ
や
　
居
る

か
や
寝
る
か
止
め
る
か
や
　
何
ち
ゃ
喧
し

だ
ま
っ
ち
ょ
れ
　
だ
ま
っ
ち
ょ
れ
る
か
止

め
と
う
せ
　
実
に
滅
相
く
だ
ら
ん
ね
や
　

帰
ん
だ
ら
お
母
に
云
う
ち
ゃ
る
ぞ
　
多
寡

で
た
ま
る
か
　
や
ち
が
な
い
」
と
い
う
歌

で
す
。
今
の
若
い
人
が
聞
い
た
ら
何
の

こ
っ
ち
ゃ
と
笑
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

方
言
は
え
い
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
放
送
の
影
響
で
だ
ん
だ
ん
方
言
を
話

さ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
と
い
う
こ
と
で
ま
と
ま
り
の
な

い
内
容
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
女

性
部
旭
支
部
は
今
年
も
鏡
支
部
さ
ん

と
、
神
戸
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
へ
一
日
研
修
で
行
き
、
楽
し
ん
で

き
ま
す
。

　
ほ
い
た
ら
次
の
支
部
さ
ん
を
お
楽
し
み

に
。

青
壮
年
部
　長浜
支
部
　神
﨑
　将

女
性
部
　旭支
部
　吉
本 

敦
子

な
ま
り

な
ま

あ
い
つ

ん
し

お
お

い
ぬい

い
ぬ く

だ
ん

や

や

や
か
ま

げ

た
　
か

め
っ
そ
う

な
ん

こ
い
つ

今橋　薫
員外監事

生永　慎一
旭・朝倉・鏡

岩﨑　文明
中央・潮江・三里
長浜・鴨田

坂本　邦広
大津・介良・高須
五台山・布師田

委員
田内　由美
女性部

委員
和田　圭司
青壮年部

委員
岡林　正
鏡

委員
森本　佳典

秦

委員
岡林　俊宏
布師田

副委員長
楠瀬　剛弘

旭

委員長
山本　和正
土佐山

委員
坂本　百合子

女性

委員
石黒　康誠
朝倉

委員
山﨑　賢幸
長浜

委員
水口　晃
五台山

副委員長
戸田　愛一
大津

委員長
十河　賢二
介良

委員
澤田　藤代
三里

委員
白岩　哲
潮江

委員
竹﨑　誠志
中央

委員
西野　雅男
初月

副委員長
宮畠　德明
鴨田

委員長
泉　豊道
一宮

伊與木　孝弘
代表理事常務

（実務精通・新）

宮脇　眞道
代表理事組合長
（実務精通・再）

山本　久志
常勤監事

（実務精通・新）

楠瀬　彰
代表理事専務
（高須・再）

新
常
務
・
監
事
よ
り
あ
い
さ
つ

　
こ
の
た
び
の
役
員
改
選
に
お
き
ま

し
て
、
常
務
理
事
（
信
用
・
共
済
事

業
担
当
専
任
）
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
伊
與
木
孝
弘
で
す
。
平
成
５
年
４

月
に
入
組
以
来
、
職
員
と
し
て
32
年

間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、組
合
員
・

地
域
の
皆
様
に
多
大
な
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
の
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は

決
し
て
易
し
い
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様

に
「
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る

Ｊ
Ａ
高
知
市
」
を
目
指
す
た
め
、
職

員
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
、
時
代

の
変
化
に
飲
み
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

自
身
の
新
た
な
職
責
を
全
う
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
常
勤

監
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
山
本
久
志

で
す
。
職
員
と
し
て
長
く
お
世
話
に

な
っ
た
組
合
に
、
監
事
と
し
て
少
し

で
も
力
に
な
れ
た
ら
と
新
た
な
気
持

ち
で
臨
み
ま
す
が
、
農
業
お
よ
び
農

協
を
と
り
ま
く
環
境
が
今
だ
か
つ
て

な
く
厳
し
い
う
え
に
、
当
組
合
と

し
て
は
事
業
の
見
直
し
や
支
所
の
統

合
な
ど
で
中
身
も
外
見
も
大
き
く

変
わ
っ
て
い
く
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　
そ
の
中
で
常
勤
監
事
と
し
て
、
内

部
監
査
室
や
会
計
監
査
人
と
情
報
を

共
有
し
、
中
央
会
を
は
じ
め
と
す
る

系
統
組
織
と
連
携
し
て
、
ほ
か
の
監

事
と
と
も
に
そ
の
職
責
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。

新
理
事
・
監
事
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

常
勤
役
員

総
務
担
当
委
員
会

金
融
共
済
担
当
委
員
会

営
農
経
済
担
当
委
員
会

代表監事
前田　裕

一宮・秦・初月・土佐山▲ミニゲームで釣り大会

▲消毒中のハウス ▲現在の稲 非
常
勤
理
事

非
常
勤
監
事



グリーンひろば８月号9 グリーンひろば８月号 8

　
こ
ん
に
ち
は
、
長
浜
支
部
の
神
﨑
将
で

す
。
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年
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以
降
な
か
な
か
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が
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い
た
ら
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つ
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り
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日
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梅

雨
明
け
と
不
安
定
な
天
候
の
中
、
夏
本
番

を
迎
え
て
お
り
ま
す
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毎
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こ
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な

り
ま
し
た
が
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熱
中
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対
策
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し
っ
か
り
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行
い
な
が
ら
仕
事
に
励
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の

で
、
皆
様
も
体
調
管
理
に
は
十
分
に
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
長
浜
支
部
の
本
年
度
活
動

は
、
支
部
総
会
、
長
宗
我
部
祭
り
へ

の
出
店
、
地
元
小
学
校
へ
の
新
生
姜

Ｐ
Ｒ
な
ど
の
活
動
を
春
先
か
ら
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
部
会
員
の
施
設

作
物
の
栽
培
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
部
の
新
生
姜
、
ユ
リ
栽
培
を

残
し
、
多
く
が
次
作
に
向
け
て
の
準

備
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

夏
最
盛
期
に
は
待
ち
焦
が
れ
て
い
る

「
米
」農
家
の
稲
刈
り
も
始
ま
り
ま
す
。

　
長
浜
支
部
で
は
、
今
後
の
活
動
と

し
ま
し
て
、
部
員
の
知
識
向
上
を
目

的
と
し
た
視
察
研
修
、
ま
た
支
所
と

の
交
流
会
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
私
と
し
ま
し
て
も
、
近
年
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
高
温
へ
の
対
策
技

術
な
ど
に
大
変
関
心
が
あ
り
、
ぜ
ひ
部
会

員
間
で
共
有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
皆
様
が
こ
ち
ら
の
レ
ポ
ー
ト
を
ご
覧
に

な
る
頃
に
は
早
生
品
種
の
稲
刈
り
も
始

ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
実
り
あ
る

（
超
）
早
場
米
と
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

　
次
回
は
潮
江
支
部
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
暑
い
！
と
に
か
く
暑
い
！

 

最
近
の
挨
拶
は
「
暑
い
ね
え
」
「
ま
っ

こ
と
暑
い
ち
や
」
こ
の
言
葉
し
か
出
て
き

ま
せ
ん
。
私
は
太
っ
て
い
る
の
で
特
に
暑

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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の
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ら
ん
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ん
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ん
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始
ま
っ
て

い
ま
す
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出
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土
佐
弁
を
楽
し
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ま
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。
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都
か
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友
人
が
帰
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て
き
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あ
、
あ
ん

な
土
佐
弁
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あ
っ
た
ね
、
使
い
よ
っ
た

ね
」
と
笑
い
な
が
ら
懐
か
し
そ
う
に
京
言

葉
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
土
佐
の
民
謡
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「
土
佐
訛
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と
い
う
歌

が
あ
り
ま
す
。
「
土
佐
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訛
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は
　
彼
奴

に
此
奴
　
お
主
ゃ
ど
う
す
り
ゃ
　
己
り
ゃ

帰
る
　
件
の
事
は
ど
う
す
り
ゃ
や
　
居
る

か
や
寝
る
か
止
め
る
か
や
　
何
ち
ゃ
喧
し

だ
ま
っ
ち
ょ
れ
　
だ
ま
っ
ち
ょ
れ
る
か
止

め
と
う
せ
　
実
に
滅
相
く
だ
ら
ん
ね
や
　

帰
ん
だ
ら
お
母
に
云
う
ち
ゃ
る
ぞ
　
多
寡

で
た
ま
る
か
　
や
ち
が
な
い
」
と
い
う
歌

で
す
。
今
の
若
い
人
が
聞
い
た
ら
何
の

こ
っ
ち
ゃ
と
笑
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

方
言
は
え
い
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
放
送
の
影
響
で
だ
ん
だ
ん
方
言
を
話

さ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
と
い
う
こ
と
で
ま
と
ま
り
の
な

い
内
容
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
女

性
部
旭
支
部
は
今
年
も
鏡
支
部
さ
ん

と
、
神
戸
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
へ
一
日
研
修
で
行
き
、
楽
し
ん
で

き
ま
す
。

　
ほ
い
た
ら
次
の
支
部
さ
ん
を
お
楽
し
み

に
。

青
壮
年
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﨑
　将

女
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部
　吉
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敦
子

な
ま
り

な
ま

あ
い
つ

ん
し

お
お

い
ぬい

い
ぬ く

だ
ん

や

や

や
か
ま

げ

た
　
か

め
っ
そ
う

な
ん

こ
い
つ
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４
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。
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フォトレポート

　７月３日、ＪＡ高知市女性部秦支部が秦支所入り口に七夕飾りを
設置しました。当日の朝一番に笹を切り出す作業からスタート。加
工所に持ち込まれた笹に、色とりどりの短冊や手作りの飾りを丁寧
に取り付けました。短冊には部員だけでなくＪＡ職員も願い事を書
き、２本の笹に思い思いの願いを込めました。また、展示した２本
の笹の間には縄が張られ、ナスやトマトなど夏野菜を模した飾りも
添えました。七夕飾りは、ＪＡ高知市秦支所の入り口に７月８日ま
で展示されました。

願いを込めて　七夕飾りを設置
笑顔で彩る季節の風物詩

　ＪＡ高知市東部果樹部会によるスモモ「大石早生」が、６月３日に出荷
の最盛期を迎えました。それに先立ち、２日には目慣らし会を開き、８日
までの期間で約4.5ｔの出荷を無事に終えました。23日からは「サンタロー
ザ」「ソルダム」の目慣らし会を開き、24日には「サンタローザ」、28日に
は「ソルダム」の出荷を開始。スモモ全体で7月上旬まで続き、6.4ｔの出
荷を終えました。
　過去４年連続で収量が減少しており、今年も高温や干ばつの影響を受け
ました。奇形果の発生が多く見られたものの、味への影響はほとんどな
く、品質は平年並みを保っています。特に「ソルダム」は、花が満開とな
る３月下旬に１週間ほど寒い日が続き、受粉を担う蜂の活動が鈍ったこと
で着果数が減少。その影響で、全体の収量は例年の約７割にとどまる見込
みです。
　同部会長の楠瀬敏幸さんは「寒の戻りの影響で実付きは少なかったが、
味は例年並みに仕上がっています。少し冷やしてガブリと！梅雨のムシム
シした天気の中、スカッと爽やかなスモモを味わってほしい」と笑顔で語
りました。
　同部会は現在、３戸の農家が計2.2haでスモモを栽培しており、そのうち
約６割が「大石早生」。関東を中心に、関西・中京・県内各地へと広く出
荷しています。６月中旬からは、芳醇な甘みの「ソルダム」や、香り高い
「サンタローザ」の出荷も始まり、夏に向けて旬の味覚が楽しめる時期です。また、年間を通して剪定講習会
や病害虫の一斉防除の実施など栽培管理を徹底しており、品質向上に取り組んでいます。選果・出荷作業は約
15人で行い、多くの目で確認することで事故品の発生を防ぎ、部会全体として安定供給につなげています。

　ＪＡ高知市女性部鴨田支部は６月27日に、恒例の「焼肉のタレ」作りを行いま
した。７月、８月にも作る予定で、年３回に分けて毎年作られています。
　地域の方やＪＡ職員からも「おいしい！」と評判のこのタレは、たっぷり使わ
れた国産ニンニクが人気の秘訣です。今回は約15㎏もの国産ニンニクを使用し、
加工所は芳醇な香りに包まれました。作業は終始和やかながらも活気に満ち、手
際よく進行。原材料のリンゴやタマネギも国産のものを使い、「地産地消」の取
り組みの一環にもなっています。完成したタレは、「鴨田のふれあい朝市」や地
域イベントにて１本（350ml）税込650円で販売しています。

毎年恒例「焼き肉のタレ」作り
地産地消　鴨田支部のこだわり光る味

▲秦支所ＡＴＭエリアで記念撮影

▲選果する生産者

ＪＡ高知市東部果樹部会 スモモ出荷　無事終了
大石早生　サンタローザ　ソルダム　スカっと爽やかに

　仕
上
げ
の
煮
詰
め
作
業
を
行
う
部
員

▲

女性部布師田支部　ミニデイ
ボランティアの清久さんが日本舞踊のほか、
紙芝居「美空ひばり物語」を披露しました。

高須幼稚園 田植え
青壮年部東部支部協力の
もと園児が田植えに挑戦
しました！

鏡中学校 梅干しづくり
２回目となる今回は「しそ入れ」作業
を行いました！

女性部介良支部　めだかの学校
パティスリーアンジュの小松さ
んを講師に招き、お菓子作り教
室を行いました！

女性部鴨田支部　焼き肉のタレ作り
ニンニクを刻む部員さんたち
加工所がおいしい匂いで満たされました！

6/25

女性部大津支部　ホウ酸団子作り
宅老所「たんぽぽ大津」と一緒に
ホウ酸団子作りを行いました！
「粘土をこねているみたいで楽し
い」と笑顔になりました。

女性部秦支部　七夕飾り
終始笑顔で和やかに作業は進められました。
「いっぱい笑わないかんでー！」

青壮年部ボウリング大会
団体戦　１位　一宮支部
　　　　２位　長浜支部
　　　　３位　三里支部
個人戦　１位　神﨑 将さん
　　　　２位　山﨑 一平さん
　　　　３位　山﨑 博司さん

7/4

6/17

6/24

6/18

6/27

7/2

7/3
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　ＪＡ高知市東部果樹部会によるスモモ「大石早生」が、６月３日に出荷
の最盛期を迎えました。それに先立ち、２日には目慣らし会を開き、８日
までの期間で約4.5ｔの出荷を無事に終えました。23日からは「サンタロー
ザ」「ソルダム」の目慣らし会を開き、24日には「サンタローザ」、28日に
は「ソルダム」の出荷を開始。スモモ全体で7月上旬まで続き、6.4ｔの出
荷を終えました。
　過去４年連続で収量が減少しており、今年も高温や干ばつの影響を受け
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で着果数が減少。その影響で、全体の収量は例年の約７割にとどまる見込
みです。
　同部会長の楠瀬敏幸さんは「寒の戻りの影響で実付きは少なかったが、
味は例年並みに仕上がっています。少し冷やしてガブリと！梅雨のムシム
シした天気の中、スカッと爽やかなスモモを味わってほしい」と笑顔で語
りました。
　同部会は現在、３戸の農家が計2.2haでスモモを栽培しており、そのうち
約６割が「大石早生」。関東を中心に、関西・中京・県内各地へと広く出
荷しています。６月中旬からは、芳醇な甘みの「ソルダム」や、香り高い
「サンタローザ」の出荷も始まり、夏に向けて旬の味覚が楽しめる時期です。また、年間を通して剪定講習会
や病害虫の一斉防除の実施など栽培管理を徹底しており、品質向上に取り組んでいます。選果・出荷作業は約
15人で行い、多くの目で確認することで事故品の発生を防ぎ、部会全体として安定供給につなげています。

　ＪＡ高知市女性部鴨田支部は６月27日に、恒例の「焼肉のタレ」作りを行いま
した。７月、８月にも作る予定で、年３回に分けて毎年作られています。
　地域の方やＪＡ職員からも「おいしい！」と評判のこのタレは、たっぷり使わ
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毎年恒例「焼き肉のタレ」作り
地産地消　鴨田支部のこだわり光る味

▲秦支所ＡＴＭエリアで記念撮影

▲選果する生産者

ＪＡ高知市東部果樹部会 スモモ出荷　無事終了
大石早生　サンタローザ　ソルダム　スカっと爽やかに

　仕
上
げ
の
煮
詰
め
作
業
を
行
う
部
員

▲

女性部布師田支部　ミニデイ
ボランティアの清久さんが日本舞踊のほか、
紙芝居「美空ひばり物語」を披露しました。

高須幼稚園 田植え
青壮年部東部支部協力の
もと園児が田植えに挑戦
しました！

鏡中学校 梅干しづくり
２回目となる今回は「しそ入れ」作業
を行いました！

女性部介良支部　めだかの学校
パティスリーアンジュの小松さ
んを講師に招き、お菓子作り教
室を行いました！

女性部鴨田支部　焼き肉のタレ作り
ニンニクを刻む部員さんたち
加工所がおいしい匂いで満たされました！

6/25

女性部大津支部　ホウ酸団子作り
宅老所「たんぽぽ大津」と一緒に
ホウ酸団子作りを行いました！
「粘土をこねているみたいで楽し
い」と笑顔になりました。

女性部秦支部　七夕飾り
終始笑顔で和やかに作業は進められました。
「いっぱい笑わないかんでー！」

青壮年部ボウリング大会
団体戦　１位　一宮支部
　　　　２位　長浜支部
　　　　３位　三里支部
個人戦　１位　神﨑 将さん
　　　　２位　山﨑 一平さん
　　　　３位　山﨑 博司さん

7/4

6/17

6/24

6/18

6/27

7/2

7/3
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①国際博覧会（万博）には――各
国が出展します

③朝顔に――とられてもらひ水
（千代女）
⑤官の対義語
⑥合格を目指して受けることも
⑦二十四節気のひとつ。令和７年
は８月23日です

⑨悪夢を食べるといわれる想像上
の動物

⑪旧国名のひとつ。今の滋賀県あ
たり

⑬人が並んで作るもの
⑮コイン――に荷物を入れた
⑰紙幣のすかしは――防止策のひ
とつです

⑲魚などの内臓のこと
⑳あぶく。ソーダ水からたくさん
出ます

㉑半透明でプルプルした洋菓子

①ミーンミン、シャワシャワ、カ
ナカナカナ……

②物事にかかわりを持つこと
③代金は今度まとめて払うね
④西田佐知子のヒット曲、「コー
ヒー・――」

⑥さだまさしの名曲「――流し」
で歌われているのは、長崎県な
どでするお盆の行事

⑧スイカにかける人もいます
⑩２分の１がハーフなら４分の１
は

⑫チョウが吸うもの
⑭台木にくっつけたり挟んだりし
て育てます

⑯もう一杯、お――！
⑱鼻の長い動物
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（当日消印有効）

16日（土）

17日（日）

18日（月）

19日（火）

20日（水）
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22日（金）

23日（土）

24日（日）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

29日（金）

30日（土）

31日（日）
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定例理事会

高知県日本農業新聞大会
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２日（火）

３日（水）
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９日（火）

10日（水）
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15日（月）
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敬老の日

住所（〒　　　　　　）

氏名

電話番号

年齢 職業

今月号で良かった記事

お便りのテーマ「夏休み」その他ご意見など

匿名希望の方はペンネームを（　　　　　　　　　　）

キリトリ

正解者の中から抽選で５名の方
に

「農協全国商品券（2,000円分
）」をプレゼント

いたします。

 （とさのさと、ギフトガー
デンルピナス）

　 他で使えます。　

※プレゼント当選者の発表は、
商品の発送を

　もってかえさせていただきま
す。

■
幼
児
期
か
ら
田
植
え
や
稲
刈
り
の
手
伝
い
を

し
て
き
ま
し
た
。
田
の
仕
事
を
し
な
い
今
も
、

田
の
様
子
や
匂
い
で
季
節
の
変
わ
り
目
を
感
じ

ま
す
！ 

Ｔ
・
Ｔ

■
草
木
を
見
た
と
き
葉
っ
ぱ
の
状
態
、
花
の
様

子
が
変
化
し
た
時
、
食
べ
る
野
菜
が
変
わ
っ
た

時
で
す
。 

Ｎ
・
Ｎ

■
ア
ジ
サ
イ
を
見
る
と
季
節
が
変
わ
っ
た
な
と

思
い
ま
す
。 

く
ま
ち
ゃ
ん

■
お
風
呂
が
湯
舟
か
ら
シ
ャ
ワ
ー
に
な
る
と
季

節
の
変
わ
り
目
を
感
じ
ま
す
。 

プ
ー
ル
の
乙
女

■
毎
朝
ふ
と
ん
か
ら
出
る
の
を
し
ぶ
っ
て
、
遅

刻
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
い
た
寒
い
冬
を
乗
り
越

え
、
あ
っ
と
い
う
間
に
来
た
初
夏
に
お
ど
ろ
い

て
い
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
が
テ
ー
マ
と
も

あ
っ
て
、
最
近
ス
ー
パ
ー
や
ス
マ
ホ
を
見
た
り

す
る
と
熱
中
症
対
策
の
文
字
を
目
に
し
て
夏
へ

の
変
わ
り
目
を
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
ま

で
な
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
心
が
け
な
が
ら

も
、
今
年
も
暑
さ
に
勝
ち
た
い
と
思
い
ま
す
！

 

Ｙ
・
Ａ

■
ふ
だ
ん
飲
ん
で
い
る
お
茶
が
あ
た
た
か
い
も

の
か
ら
冷
た
い
も
の
に
変
わ
る
と
季
節
の
変
わ

り
目
を
感
じ
ま
す
。 

双
子
の
マ
マ
ち
ゃ
ん

■
隣
り
の
保
育
園
で
マ
マ
と
別
れ
る
の
が
嫌
で

泣
き
叫
ぶ
声
を
聞
く
４
月
。 

コ
マ
ケ
ン

■
68
歳
で
す
の
で
肩
こ
り
や
関
節
痛
が
き
た
と

き
と
い
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
気
持
ち
が
若

い
の
で
、
季
節
の
変
わ
り
目
は
い
ま
だ
に
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
ま
す
。 

な
っ
ち
ゃ
ん

■
ア
ジ
サ
イ
、
タ
チ
ア
オ
イ
、
彼
岸
花
、
ス
イ

セ
ン…

と
花
の
便
り
や
入
道
雲
な
ど
雲
や
空
の

顔
に
も
季
節
の
変
わ
り
目
を
感
じ
ま
す
。

 

よ
し
ぶ
み

■
や
は
り
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
湿
気
を
感
じ
る
時

で
す
。
太
陽
を
避
け
て
日
陰
に
い
て
も
発
汗
す

る
時
期
は
、
汗
か
き
の
自
分
に
と
っ
て
は
不
快

で
苦
手
で
す
。 

サ
ラ
ダ

■
季
節
の
変
わ
り
目
は
果
物
で
感
じ
ま
す
。
野

菜
は
年
中
出
回
っ
て
い
た
り
も
し
ま
す
が
、
果

物
は
季
節
感
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

 

Ｍ
・
Ｓ

★今月のテーマ…　　

『季節の変わり目を感じる時』

今
回
の
テ
ー
マ

　
　「
季
節
の
変
わ
り
目
を
感
じ
る
時
」。

　
植
物
や
空
気
か
ら
感
じ
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
目
に
入
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
気
づ
く

こ
と
も
あ
り
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
気
が

付
く
瞬
間
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
確
か
に
ア
イ
ス
を
食
べ
た
く

な
っ
た
ら
「
あ
、
夏
が
来
た
な
」
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
お
腹
か
ら
感
じ
る
季
節
の

変
わ
り
目
で
し
ょ
う
か
。（
笑
）

次
回
の
テ
ー
マ
は…

『
夏
休
み
』　

　
学
生
さ
ん
は
夏
休
み
で
す
ね
！
今
年
の

夏
は
何
を
し
た
い
で
す
か
？
ま
た
、
学
生

だ
っ
た
頃
夏
休
み
は
何
を
し
ま
し
た
か
？

ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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ま
す
。 

く
ま
ち
ゃ
ん

■
お
風
呂
が
湯
舟
か
ら
シ
ャ
ワ
ー
に
な
る
と
季

節
の
変
わ
り
目
を
感
じ
ま
す
。 

プ
ー
ル
の
乙
女

■
毎
朝
ふ
と
ん
か
ら
出
る
の
を
し
ぶ
っ
て
、
遅

刻
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
い
た
寒
い
冬
を
乗
り
越

え
、
あ
っ
と
い
う
間
に
来
た
初
夏
に
お
ど
ろ
い

て
い
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
が
テ
ー
マ
と
も

あ
っ
て
、
最
近
ス
ー
パ
ー
や
ス
マ
ホ
を
見
た
り

す
る
と
熱
中
症
対
策
の
文
字
を
目
に
し
て
夏
へ

の
変
わ
り
目
を
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
ま

で
な
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
心
が
け
な
が
ら

も
、
今
年
も
暑
さ
に
勝
ち
た
い
と
思
い
ま
す
！

 

Ｙ
・
Ａ

■
ふ
だ
ん
飲
ん
で
い
る
お
茶
が
あ
た
た
か
い
も

の
か
ら
冷
た
い
も
の
に
変
わ
る
と
季
節
の
変
わ

り
目
を
感
じ
ま
す
。 

双
子
の
マ
マ
ち
ゃ
ん

■
隣
り
の
保
育
園
で
マ
マ
と
別
れ
る
の
が
嫌
で

泣
き
叫
ぶ
声
を
聞
く
４
月
。 

コ
マ
ケ
ン

■
68
歳
で
す
の
で
肩
こ
り
や
関
節
痛
が
き
た
と

き
と
い
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
気
持
ち
が
若

い
の
で
、
季
節
の
変
わ
り
目
は
い
ま
だ
に
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
ま
す
。 

な
っ
ち
ゃ
ん

■
ア
ジ
サ
イ
、
タ
チ
ア
オ
イ
、
彼
岸
花
、
ス
イ

セ
ン…

と
花
の
便
り
や
入
道
雲
な
ど
雲
や
空
の

顔
に
も
季
節
の
変
わ
り
目
を
感
じ
ま
す
。

 

よ
し
ぶ
み

■
や
は
り
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
湿
気
を
感
じ
る
時

で
す
。
太
陽
を
避
け
て
日
陰
に
い
て
も
発
汗
す

る
時
期
は
、
汗
か
き
の
自
分
に
と
っ
て
は
不
快

で
苦
手
で
す
。 

サ
ラ
ダ

■
季
節
の
変
わ
り
目
は
果
物
で
感
じ
ま
す
。
野

菜
は
年
中
出
回
っ
て
い
た
り
も
し
ま
す
が
、
果

物
は
季
節
感
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

 

Ｍ
・
Ｓ

★今月のテーマ…　　

『季節の変わり目を感じる時』

今
回
の
テ
ー
マ

　
　「
季
節
の
変
わ
り
目
を
感
じ
る
時
」。

　
植
物
や
空
気
か
ら
感
じ
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
目
に
入
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
気
づ
く

こ
と
も
あ
り
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
気
が

付
く
瞬
間
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
確
か
に
ア
イ
ス
を
食
べ
た
く

な
っ
た
ら
「
あ
、
夏
が
来
た
な
」
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
お
腹
か
ら
感
じ
る
季
節
の

変
わ
り
目
で
し
ょ
う
か
。（
笑
）

次
回
の
テ
ー
マ
は…

『
夏
休
み
』　

　
学
生
さ
ん
は
夏
休
み
で
す
ね
！
今
年
の

夏
は
何
を
し
た
い
で
す
か
？
ま
た
、
学
生

だ
っ
た
頃
夏
休
み
は
何
を
し
ま
し
た
か
？

ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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総
務
課
広
報
　係

7 8 1 8 5 5 185円切手
をお貼り
ください

キリトリ

８月号　クロスワードパズルの答え

６月４日開催 定例理事会理事会だより　理事会だより　理事会だより　
監事監査報告
●第37期事業年度　決算監事監査報告書
　
報告事項
●エンゲージメント調査結果
●独立監査人の監査報告書
●令和６年度　下半期　マネー・ローンダリングお
よびテロ資金供与対策に係る取組状況等

●ＪＡ高知市集出荷場版ＧＡＰの実施状況
　
議　事
第１号議案　中央会・行政庁提出用「業務報告書」お

よび「連結業務報告書」の承認
第２号議案　令和６年度決算および損失処理案
第３号議案　夏季賞与の支給
第４号議案　第37回通常総代会への提出議案（５月

理事会承認事項を除く）
第５号議案　令和７年度　マネー・ローンダリング

およびテロ資金供与対策に係る取組計
画および研修計画の設定

第６号議案　令和７年度米麦販売手数料の設定
第７号議案　出資の減口

※慎重な審議の結果、全議案が可決しました。

出席理事　20名／22名
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Ⓒよい食プロジェクト

い
ごっ
そ
う

は
ち
き
ん＆

第111回

８
月
の
表
紙

一
宮
支
所
管
内

　
　
　
　 

　
　  

　
　
　  

は
る
か
　
　
　
　
　
　  

　   

ゆ
う 

き
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
川
村
　

　
遥
さ
ん
（
29
）
　

湧
規
さ
ん
（
33
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　 

は
る 

と
　
　
　
　
　
　
　 

　
　  

あ
か
り

春
斗
く
ん
（
４
）
　

朱
莉
ち
ゃ
ん
（
１
）

　
　
　
　
　 

　 

　
　  

め
　 

い
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

こ
は
る

　
　
松
﨑
　

芽
衣
さ
ん
（
24
）
　

心
咲
ち
ゃ
ん
（
２
）
　

　　
今
月
の
表
紙
モ
デ
ル
は
、
一
宮
支
所
管
内
で
水
稲
６
ha
、
ト
マ
ト
約
13
ａ
の
ほ
か
、
直

販
所
や
ス
ー
パ
ー
へ
多
品
目
の
野
菜
を
出
荷
し
て
い
る
松
﨑
強
さ
ん
の
ご
家
族
で
す
。
強

さ
ん
の
長
女
川
村
遥
さ
ん
、
旦
那
さ
ん
の
湧
規
さ
ん
、
孫
の
春
斗
く
ん
、
朱
莉
ち
ゃ
ん
、

長
男
望
さ
ん
の
奥
さ
ん
芽
衣
さ
ん
、
孫
の
心
咲
ち
ゃ
ん
が
撮
影
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
強

さ
ん
・
三
保
さ
ん
ご
夫
婦
は
ご
両
親
の
努
さ
ん
・
智
子
さ
ん
と
同
居
し
て
お
り
、
ま
た
、

息
子
さ
ん
娘
さ
ん
家
族
も
近
所
に
住
ん
で
い
て
、
日
常
的
に
交
流
し
な
が
ら
四
世
代
が
に

ぎ
や
か
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
年
に
数
回
は
皆
で
集
ま
っ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
桃
の
節
句
に
は
ケ
ー
キ
を
囲

ん
で
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
、
世
代
を
超
え
て
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
撮
影
当

日
も
、
夕
方
か
ら
プ
ー
ル
遊
び
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
予
定
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
日
常
で
も
三
保
さ
ん
が
作
っ
た
ご
飯
や
、
収
穫
し
た
野
菜
・
果
物
を
家
族
間
で
連
絡

を
取
り
合
っ
て
分
け
合
う
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
が
強
さ
ん
宅
に
訪
れ
る
機
会
も
多
く
、

三
保
さ
ん
は
「
集
合
っ
て
言
え
ば
す
ぐ
集
ま
れ
る
距
離
！
」
と
笑
顔
で
話
し
、
家
族
の
絆

の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
春
斗
く
ん
が
誕
生
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
努
さ
ん
が
自
宅
の
庭
に
ブ
ラ
ン
コ
を
作
り
、

さ
ら
に
雨
に
濡
れ
な
い
よ
う
に
駐
車
場
に
屋
根
を
作
り
、
ま
た
強
さ
ん
は
お
風
呂
場
に
暖

房
を
設
置
す
る
な
ど
、
深
い
愛
情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
強
さ
ん
は
「
か
わ
い
く
て
た
ま

ら
な
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
三
保
さ
ん
、
芽
衣
さ
ん
、
遥
さ
ん
の
３
人
は
、
先
日
、
南
国
市
に
あ
る
予
約
の
難
し
い

人
気
店
で
女
子
会
を
開
き
、日
本
料
理
を
楽
し
ん
だ
そ
う
で
す
。「
こ
う
い
う
ラ
ン
チ
と
か
、

楽
し
い
こ
と
も
し
な
く
っ
ち
ゃ
！
」
と
お
母
さ
ん
同
士
で
笑
い
合
い
、仲
の
良
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
家
族
全
体
を
包
む
空
気
や
皆
さ
ん
の
表
情
か
ら
、
確
か
な
信
頼
と
あ
た
た
か
さ
を
感
じ

る
ご
家
族
で
す
。

▲強さん　三保さん
　湧規さん   春斗くん   遥さん（膝の上 朱莉ちゃん）芽衣さん（膝の上 心咲ちゃん）

特集
第37回　通常総代会


